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蛾
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磁
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わ
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光
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句
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暗
ま

え

E
の
み
な

I
Z
4し
て

号

し
て
い

Eけ
る
よ
う
令

E

の

Z企
図
っ
て
U
か
な
け
れ
ば
な

;
い
と
?
て
い
ま
す
・

き

て

わ

が

国

の

苦

gは
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薗
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憧
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を
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史
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史
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環
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句
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仮
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れ
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取
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金脅威と券行の恋偲防止を図

句

集

団

f

i

i

E
の
Z
S
う
た
め
の
高
金

S
L
i
t
 

i
t
i
突
の
た
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ヨ
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掌地方ー
~みんなそろって投票しましょう~

奈良市議会議員選挙

4月23日偏ltil:票予定

奈良県議会議員選挙

4月9日但)jJi票予定

第
四
回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
a

奈
良
県
強
会
腹
自
選
挙

は
4
月
9
日

側

奈

良
市
鶴
会
強
員
選
挙
は
4
月
四
日
冊
が
机
観
察
自

の

予
定

で

す
a

い
す
れ
も
今
後
4
年
間
の
県
政
や
市
政
を
ま
か
包
る
人
を
選
ぶ
鍾

め
て
鍾
婁
怒
・
思
疎
を
持
つ
選
参
で
す
。

私
た
ち
が
他
方
政
治
に
対
し
て
意
思
表
示
の
で
き
る
と
の
償
金
を

の
が
さ
ザ

設

東
日
に
は
主
権
者
の
跨

n
と
責
任
を
も
っ
て
大
切

窓
一
頻
を
む
だ
に
す
る
こ
と
忽
く

み
ん
芯
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
じ

よ
三つ
。

県
鶴
全
壊
圃
量
掌

[
 

《筏
冨柵
で
梼
」る
人
V

R
ZA附

E
E
T
E
n

t
-

国
民
で
平
成
6
年
ロ
月

mm日
以
前
か
ら

引
き

i
i
i
ahS

I

Z居
住
し
て
い

i

@
出
内
陸
贋
@
A
O

Z
A
i
E以
後

6
E
Eの

置

を
し
た
人
は

聖

書

聖

書

所

で

Z
し
て
く
ど
き
い
・

a
m内
臓
凶
の
A
O

平
康

6
与
日
月
9
日
以
後
。
奈
良
市
か
ら

県
内
の
障
の
市
町
村
ヘ
宮
し
た
入
俗
伝

量

産

型

耳

村
長
の
「
引
き
縫
い
て

E
で
い
る
こ
と
の

E
空

2
5

E前
益

事

Eん
で
い
た
住
所
型

飛
票
所
で
役
買
酬
で
8
ま
す
圃

た
H
L
-m内
の
市
町
村
を
2
回
以
上
移

舷
し
た
人
ほ
ど
も
ら
の
住
所
君
主
原

で
さ
ま
ぜ
ん
・

a
m舛
話
幽
の
人
V

こ
の

2
8
5で
す

の

で

量

1
iへ

転

出

し

た

白

書

E

ま
ぜ
ん
・

市
指
全
壊
員
量
也
子

a
g・"で
W
る
A
O

z
zi官
ま

で

6Tれ
た
目

古
号

Z
A
A
M目
以
前

t

引
き

T
Z
E住
民

君

事

に

登

録

さ
れ
か
つ
屑
伎
し
て
い
る
人
@

Qm肉
一
転
居
の
人
》

平
成

7
T月
占

以

後

e
Z
Eの

?
し

3
R
E
Z書

で

量

し

T
Eぃ
.

倫
明
悦
厄
幽
@
人
V

こ

の

草

誌

の

ま

で

す

の

で

役

a

l
i
-
-人

員

黒

で
き

ま
品
ぜ
ん
・

遺
筆
通
知
.

3251vu
塁ごと

に

富

E屈
け
し
ま
す
・

こ
の
通
知

t
i
f
g

etる
一

方

草

Zを
門

T
T

2
の
も
の
で

iへ
は
必
ず
草
し

て
く

2
ぃ
・

f
E
tっ
た
旬
紛

失
し

i
i
i
:
?

E忘
れ
た
り

i
2
1

脅し

主塁聖

書ii 
tz-

れ

1 
知

車
富

得
役
票
固
め
午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
で
す
巳不

在
費
留
置
県

量
目
儲

l
i
t
s草

更
行
け
な
」
人
は
次
の
よ
う
に

i

z
f
i
t
 

。
小
在
者
繍
慣
が
で
を
る
期
号

ο
 

8
口

ω
ο.
鴨巾
鵬
傘
値
鍾
.
蝿
遁
g手守
a‘.月
M凶川

H
冊
t3}4
月

n
口

ωE
fず
れ
も
曜
日
に

Zな
く
毎

日
午
前
8
崎
学
、
与
後
5
時

ea奮
脅
儲
慣
が
で

-eる
喝
断
U
V

-
喝
挙
通
知
・

h

一届
しV
て
い
る
場
合
守
と
印

;つで

2
f
?
Lて

〈

だ
き
い
・

o
m
a
m絹
傭
A

二
・
芙
濁
爾
一
工
固
)
定

観
3
・
本
有
省
ωm
E
m
R
・
zm
国
憲
多
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
喜

2
・2
1

対

a・

AV
E
-出
御
腕

A字
陶
芸
平
ム

g
1軍小

在
留
縄
問被
配
.
雇
用
U
霊
祭
人
名
樽
に
登
録
さ

f
品
E
E
E
2
2

が
対
皐
。

高

震

の
を
入
ホ
1
ム

な

ど

で

布

告

草

繍
定
働
局
窓
と
し
で
指
定
き
れ
a
た
箪
俊

S
入

段
入
所
し
て
い
る
人
は

Z
Eで
不

在
缶
詰

が

で

き

1電
車

の

Z

嘗品
L
院
で
〈
だ
き
に



一儀式2寄簿一丁目，-，"姐5ゼ・市観照会34-1111伺〒630

邸
便
に
よ
る
不
在
者
指
頭

「
保
使
役
票
E
明
・
」
の
交
付
必
受
け

た
一

E
2
1
;
E
i

入
は
投
票
日
の
4
目
前
{県
議
会
麗
貝
趣

椴
の
喝
舎
は
4
月
5
日

ω
宮
町
議
会
轟
貝
遺

械
の
場
合
は
4
月
四
日

ω)
の
午
後
6
崎
宏

E
i
i
i
p
 

z
m
Z告
求
し
て
〈
だ
さ
い
・

こ
の

2
2
E
g
g
Z聞
は

交
付
の
固
か
ら
‘
年
で
す
・

事

自

が

干

し

て

E
A
Z

の

E
i切
り
か
え
て
〈
だ
さ
い

-
T

奈良市議会議員選挙公報は

新聞折り込みで配布します

市援金風貝週半〈定選参公緑は 4月"日似切Bflj5・"明日 毎日

銀喫弘虚経 E錨'"寄新圃}の鮪刊"時。込んで配布します.

とれ5の'瞬間 E蹴聾されてい"い世絡の人1<1;.， 4月"回以後に下習の

補完寝所(遁字公曜を備え置く施般)でお受フ取りく.乏し、.

国 …;:1'"還問"前向ん.

f
i
?と

に
ゐ

i

!
!
i
i
t
 

の

i
E
e
E
Z君
主
i

し
で
く
だ
さ
い
・

ー

!

?

る

品

わ

れ

る

人

ほ

開
委
調
会
に
問
い
合
わ
ぜ
の
う
え
(
陣

容

2
5
2
2め

ら
れ
て
い
る
た

の
)
手
続
き
し
で
く
だ
さ
い
・

す

事
事

盲
人
の
人
で

zap-る

習

は
役
票
所
の

E旨
し
幽
て
〈
だ
さ
い
・

開

期限

県
限
会
議
鈍

a.，
は
，
毎
月
9
E
t
m
緯
会

費
量

U4nnJi午
後
7

草

tE2EA華
町
)
で
持

わ

E
z
--

身
体
の
陣
容
A

ど
6
よ
旬
自
分
で
ネ

e--

〈
こ
と
の
で

tい
人

は

量

E
Z

に

OLMて
〈
だ
さ
に
係
員
が
代
筆
し
ま

闘
い
倉
わ
営
-
市
遺
移
管
-
事
員
会
へ
・

奈良市鶴会種員選掌公線網売網開

「芯

S
マ
イ
カ
ひ
と
や
す
み
デ
」

環
哩
ー
ル
や
さ
し
い
自
由
車
利
用
を

行

政

圃
国
民
健
康
保
障
置
が

圃
か
わ
り
ま
す

毎
朝
し
い
保
険
隠
匿
「
開
R

・R・
保
険
機
保
険

i

j下

旬
に
各
喜
へ
郵
送
で
交
付
し
ま
す
・
た
だ

し
災
害
な
ど
政
令
で
定
め
合
特
別
会
謬
情

tい
の

s
t
i
l
t

E
E
t
f「

被
保
険

z
t

・
」
ル
交
付
す
る
鳩
合
併
あ
句
撃
す
・
こ
の

場
合
医
策
慣
例
6
金
額
百
管
支
払
っ

た
後
由
号
館
t
よ
句
保
険
管
負
担
分

{
7
釧

i
i
u戻

し
ま
す
が
器
保
険

F
E
z
-
E
f戻

し
で

E

-
S
T
1・
E
E
E
E

t
l
i
t
--

EEZEE-は

命

器

保

険
限
ま
で
・

一固
量
産
障害
容
護

E72EE'EEE 

E
の
と
必

A
u
--台帳
に
以

土

・
壇
家
漏
慣
却
資
産
の
表
示
(
泡
U

面

積
な
ど
)
所
有
者
欝
価
額
色
ど
が
畳
録

Z
5
1の
で
自
中
に
健
治
め
て
〈

だ
き
い
・
健
覧
に
U
印
鑑
(
包
め
印
)
を
持

'LT
E
L
--
草
人
の
場
合

は
委
怪
臼
訴
か
同
意
・
M
V
必
要
で
す
・

と

e

4
M
7
H刷

Mmu蜘
午
欄
S
時

E
司

字

午

後

5
時
円
分
〔
土
曙
U

E

・
8

M

M

M

除
〈

v

-vと
こ
号

市
役
所
中
央
値
惇

2m
悼

集
5
A
宮
破
盆

-v
m
u倉
b
匂

市
役
所
資
糊

E隈
へ
・

パ



ニ"""・-T!!!II-l・li:IiD5tt市健所包34-1111fC守630

「
小
さ
忽
飽
量
、
大
を
忽
迷
慮
」
働
協
置
自
転
歯
車
温
飽
に
と
協
力
く
だ
さ
い
.

聞
ミ
ニ
バ
イ
ク
恒
自
闘
車
鉱
ど
叩

聞
腐
歯
車
申
申
告
陪
今
月
中
に

i

j
i
lt-

h
r
・
-
a
e
a
u
E
旬
・

・
長
官
め
m
a
印

，
 .

.

 温
突
@
・
曾
干

・
・
交
付
E
E
明

-
n
x
鎌
倉
の
・
島
町
盗
.
濠
失
掴
憂

費
回帰
(
，
.
，
が
鎌
針
。

-
陸
自
闘
・
・

{
三
・
四
・
)
目
提
n
抽
車

検
盆
情
合
e血
-
a
瞬
(
膚
京
終
町
主
三
丁

目

旬
ω
Z
O
B
B》
ヘ
・

-二-
t
i
l
-
-一-

A凶

α
を
鑓
え
る
バ
イ
p
v
-
-
a
院
温
支

局
面
京
終
聖
子
闘

曾
倫
τ
a
3
5
v

ヘ
・

E

市
町
村
か
ら
伝
λ
E
た
人
は

そ

れ

ぞ
れ
断
定
の
.
調
に
闘
い
含
む
せ
の
う
え

--R東
住
民
m
変
更
の
乎

a-Pを
L
て
く

ど
暑
い
・
服
働
慢
仰
向
L

巨
摩
小
麹
符
畠
a
a

-
-
-
の
'
z
R
a
-
-
e
ど
の
あ
白
色
"
は
鰐
例

A

1

H
現
F

E

R

-

脅

働

省
.
な
ど
を
仰
っ
て
い
る
人
l
h
u、
緑
n
・
・

1
i
f
i
 

録

し

て

い

る

も

霊

童

Z

E

型

所

有

し

て

E

い

古

ー

ま

で

S
1
f
L
i
t--Mの

z

t

L

e

E

E

?

?

"

1

H

 

に
館
内

E

E

m

a

-

-

F

-

:
;
;
t・2

な
ど
の

i
i
i・

-
原
幽
.
何
自
主電車

h
m
α
以
下
の
パ
イ
タ

j
l

is 

t

-

-

i

E

臣
、

a
，
，
す
る
色
。
@
V

i帥嗣】A・欄.-，即日4・2町 咽

亡コ隠..・e歯・・巴コ巴置・・・園・・
，.剛山， ，四制限劃

1・
2

L

E

e

-

h

;

，

S

5

2

2

E

吻
E

S

で

す
・圃

血
蚕
腫
用
地
障
到
の

園
手
続
き
肱
四
月
由
・
に

aR翁
桜
圃慢

h・・
・
u
・
・
‘
肉
の
食
用
・
M
a

!
i
i
 

t
官
h

i

s

-

U

4
n
3
日
m
w
s
羽
目
箇
ド
h
e
m
俊
断
aR
u'鰻

で
自

i
i
1
?し

7だ
さ
い
・
4
t
u
E
へ
・

園
ザ
ン
ア
ピ
リ
テ
ィ
l
文
章
良

:
i一T

-

・

・
0
0噌

?
S
F
A
Xぬ
XU
7
?
3

-
聞
書
脅
・
・
・
・

と

e

a・M
M向
日幽明

午
後
l
附
牟
か
ら

・・
縄
・
・奥

様
A公
策

「

o 

i
i
;
-

A

H

4

6

5

か

E

E

L

T

M

-
L
A
ん
で

〈

だ

昼

、

“

園
国
民
の
祝
日

E

休
日
の

凪

圃
ご
み
収
集

市
で
陪
開
民
的
復
国
体
図
{
骸
当
円

が
土
日
曜
U
の
-
-
u
-
m
〈
』
も
平
常
ど

j
i
!
1・

3
M
訓
日
関
『
a
守
分
の
岡
』
も
ご
み
の
収

-
e
信
甘
い
ez
，
の
で
曾
当
勉
区
の
人
は

午
・
7
時
事
ま
で
に
白
定
め
ら
れ
た
渇
房
ト
幽

し
て
〈
だ
き
い
・
〈
わ
L
〈
MM

事
嫌
a情
勢

第
一

-
m
隣
〔
宮
@
3
0
1
2
〕
へ
・

ー
、
品
目

-Fみ
2
2み

色
午
・
9
時
停
a
a
-
-可
皐
a
g
で
受
付
付
け

ま
す
・
〈
ね
し
〈
は
聞
亀
檎
鍵
エ
緬

【-s

の
ま
0
0
0
V
ヘ
・

催
し
• 
教
室

園
紛
古
植
松
セ
ン
タ
ー

.

，
m
w
g
事
牟
4
E
Z
Z
T
一

・

・
"
。
?
?
。
F
A
X⑮
@
?
7
3

!

!

の

・
・
4
H
n
M
H
J
1
7
m
m
目
の
M
・
2
m火
曙
H

〔

5
月
2
日
は
休
・
)
午
後
1
・
時
$
3
3
時

字
-
M
幽
・
夜
の
..
.
 ‘
周
"
H
1
1
7月
泌

闘
の
・
事
水
・
日
A
s
n
S
H
U
休
-
e
午

ftsat-M・
・
2

p

聖
fi
t
-
u主
催
・
L
j
n
現

在
市
内
の
妙
タ
ル
で
情
且
し
て
い
る
健
刷

'
M
人

ψ
・
し
込
硲
マ
u
a
v
s
仁
健
所

沃
-
e
-
e舗

竃

厨

蕃

号

所
属
品
V

ク
ル

必

m
・
年
象

希

鐘
す
る
旬
聞
昼曹
を
鳴
い
て
3

EnM引日
ま
で
に
s
t
・
で
阿
セ
ン
タ
ー
へ
-

f
書
は
号



ニS院大指南一丁目，-，お姐Sせ・市... 析。34-1111網干630

a
鳳
眠
a
m
，
ン
，
イ
ア
'
a
R
・

・

と

e

A
m
u
s
B
3
l
・t
・臼

《

5"‘MU
体・・

1"の
・
・
午
前
凶
開
"

も
正
午
・
・
震
の
・
・
午
後

6'eo--略
字

V
建圃男

市
在
住
僅
.
笠
・
干
の
人
加
入

vE
E
--
B
28 

6
箆

餅

氏

名
1

・
平
崎
色
調

E
審
'

f
i
i
E
A
t
-

4

蓄?"セン'ーへ
・多い署員

-s
・

園
平
血
7
年
度
観
一
回
大
相
由
要
眠

.

3
大
和
田
調
べ

3

自主
Zと

Z

S
42E

ω・
-
1
闘
・
-m・
牛
・
日
時
1
午
後
零
時

牟

修

2
聞
・
槙
・
午
後
2
・
1
3
時
字

-AT:2 

・
と
吃
る
7
;
・・

F-
---m・

・
・
・

-EU町
民
智
呈

''zm;;各園
mwA

Zし

t
sur--開

銀

2
闘
の
別
企
住
断
、
氏

-ae-
-‘se

'を.，いて
3
周
到
固
ま
で

6
周
鎗
戸
守
幽

鴨
川
町

二
二

l
-

e
a亨

?oovへ・

2
1
E
I
e--ぃ
Z
U揃

濁
・圃

ア
ル
ピ
コ
ツ
イ
工

-
男
声
古
圃
固
演
.

i
i
i
?
;リ

?it2ぺ

2i"iE?.

と
-z

と
こ
a
V
4
"
u
a
u
a
刷
釜
の
・
・
・

2319AEtt，
 

ur0.の
・
・
午
後
7
時

38・

Z

A--F・v
・幽扇.，

Fア
ル
ピ
コ
ツ

4
Z
男
声
合
唱
回

--zam
'の
--umm

人

疫

の

--u剣
人

・
・
し

ah'往
復

ほ
が
-
に
住
所
氏
名
寧
.
.
 、
電
信
・
骨

盤伎の園調を-いて
a
・
月
開
図
書
で
に

写
-
m
-
R
衛
館

(
高
鍋
町

8
@
g
a
'
L
以
内
d
月
四
回
国
5
剖
自
制
肱
展
事
伺
え
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
・

;:zqアZFH87141if;鮮ii讐iHf主主:iii

jj!i!i!?jjj ij;;!tj2tipiij 
ziig竹 町申 書 ば計 画語調EH1 4 
%引 11J 341iEZZヨEAts 明

し

!ii?:iiiii官!i1f;;5jii?:;官iii!iji ;iiii 
ibf;gtihz;fii1i?』iiF212!4iihfi1 
4A.問符A.・ZEE13¥，Z13Fr竺fstis，

i hh i!?hi儲 PfiE 
;u品stA胃S427 i主佳品S7A 届~ ~ 1f 

E
S
S
s;
g
 

i
=sp
iuH 

-
-
b必
b
-
作
復
U
M
V
S
0
・R磁
気

位

;
!
"
?
い
て

t

i

j岡セン
ター

へ・5
f
e
a
t
-
歓考多い

喝
合

U
禍
選
.

ス
ポ
ー
ツ

一
層

Z
霊
黛
ハ
イ
キ
ン
グ

-
E
1
1
Zの

と

hDm安倍・
L
奮
す
・

と

se‘A月
i昔
t.品t時草キ

T;jキ午z後

5品
"
Z:-こ

s
」

3?i
:
i

1
市

.w宵少畠
隼
平
附
“
外
外
僧
酷
鴎
闘
セ

V

シ，，

l
-''.
定
亀
周

t
i
;
i
z
E鈎

T人

Ei.
5!ハ

イ

《

a
小古扇

!
E
E
;
izfけ

?
1
1i

人

1ij
内

:
i'E5.T し

過草争

富
u2がf毒E0E
民

2忽
《

2z
 

E
i

令

I息
!
;

zea.い=て
3A刈別甘阿
1z1でに品
問

Eセtン;，
 

《

-
Y
綱

l
ロ
za原
町
三

EI
-
-ωvu

o
z・
-
ヘ
・

'
い
栂
舎
は
凶
畑
道
・

圃
蝿
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

圃
膏
季
ふ
れ
あ
い
大
会

E人

tiTル

E
2
2狗

鳥
飼
・
し
ま
す
・

と

e
a-n2凶
川
午
舗

g随
時
か
ら
受
付

z-E令
書

E
S
E
-

-ahv
ufe障
氏

名

a

i
!
3
2
1
2必

着

で
市
役
所
偽
有
震
へ
・

'Iuゅ U:H



ニ象犬"陶 T園1・1・お知ら包.... 腎n34-1111伺.630

3
月
則
自
陣
由
民
健
康
保
険
科
{
・
m
m
期
分
V

;:is人iiiiziiEii1izrAisilt1S円iii
H望22SEE;PEd・JU24AAジ日h

?;;!!?j;321fiii;jEi!!ji 
fT!iiドiH!!??ifs嘆掛 iti

の
納
糊
帽
で
す
U
納
坦
九
回
便
利
窓
口
座
姐
笛
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
か
ら
土

T
E
A
l略
Z

M

嗣

'
'2mm
A
小学‘，
6
年
生
mw入

-a閉
じ
過
砂
】
往
復

M
M
Vき
1

・・a寵
包

住

箇
同
氏
名

A'A町

uve--宇
・
【
小
守
生

U
断
学
隼
と
暢

-m骨
名

--R副
所
、
‘
断
.

iい
て
3
M
M目
4

6

2
で
中
央

徳
育
館
(
・
γ
綱
産
省
届
町
一
五
一
大

官

@
l

i
l
t
-
2・
f

Ir--人

2
・
2
t
t

!
i・

-
ザ
ン

ア
ピ

υテ
ィ
I
文
串
良

圃

守
防
友
撃
事
ゐ
国
一
丁
一

-

E
@
0
7
7
5
F
A
X⑮
0
7
?
3
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

E

S
h
u

l
'
7
n幻
自
の
毎
週
金
曜
凶

【B
n
s
a
は

E
i
i
;
;
 

凪
上
U
午
後
6
喝
事
l

，S
随
時
宇
・
各
同
圃

.，宣R
H
a
u之
の
ふ
易
-
z
a
E
-R
'

'm入
{
中
学
生
U
M
A
)

--
そ
の
惨

修

a
育
館
周
慨
を
使
用
し
て
〈
足
寄
い
・
，
b
7

iぜ
て
い

;
Z
L
i暑

い
・

・
・
し
込
み

M
M
U
Sに
健
所
氏

名

年

前

竃

面

.

.
 

，.--m有

餌

腫

"
を
悔
い
て

A
A
-
-
r
f

へ
.
‘
話
も
町
・

-a子
修
-m
A高
学

-
Z
と

eι
・Mn
u

図

?
n
M
U
の
M-
週
土
・
目

A
4
M
n

u
s
H
6
U
6
M
R
3
R
M
体
鶴
》
年
@

2
働
時

3"と
午
・
4
"
s
w

・H
聞

.，
定・
周

市
在
住
在
学
町
小

es年
金

t

中
学
3
信
号

eL

粛
を
盆
在
学
在
且
の

E
i古畑
E
R
i

n--腕
各
却
値
観

--
そ
@
・

t
R
'
a

t
E縛

T
i
t・

-平
盆
轟

AZE
学
・
き
と

e
‘
月
日

目
I
B
7
月
日
自
の
・
週
土
・
目
(
』・

M
m

悶

S
R
6
H
6
R
3
8
は
体
塵
午
後

~ブザンソン国際指揮者
コンクール申ピア =ス卜たち~

{仏}アン9レス・ピア/'7'3.才
E台のピアノによるコンザート

lと創 刊 9目断 . 坤 . ，持 .

lとこ到 '.声高幡川町】 Z階*ル

l幽漬・I.，，，ヌ"グナググニ ルーL ，ヲ，

Yスのヲ，~シユヨ".，.. 
7旬間4・}
"者 名Irl<'"ニーユの.・

Lこよる ...J 【A.-~~" ヲ
ス今1，rマ "<-Jl-. clワj

" 今，.スJrラヲムル)

『奪の傭典jから{スト "

4シ>争ー)，r. 2・a・J
，，，マユノフI.ピ

1.11: .1 9・A
1・し込ゐ】往3置はが&1:住所氏名年働電量..

e・いて3月24111で1開館内側鴻川町ll_lft@i

1 0 0)へ.

.虫出~"l l0

r 

史跡文化センヲー主催事業
f<ご一通一A一必一-い~ 平成7年度史.叉化包ンターの主催.

揖阻止めとnoで曹.こnJ;l9¥に企・中

のものbあり官官.圃.首相吉也し置す

ので唱と廟槽〈尼古い.

図'・ 金 a " 
入場料 '陸!ll!n

"'ω .>一トマ，ヲ…争ガ.争- S陥 "・鮒
年・2・ 室内・量離圃

1:制 芯-a，2、6ヲ，ピa5，Eーab&aコ-のー，ン.守マ一ー併
S臨 4皿4

山年...
U~P真&・6・( n'H，島.d

S軸 '叫守 ラ ンド蝿 圃

則年輯2明崎I句 F-vE，e.'，叩. .~-
'.圃lO"1101 $阿"~"'-4-守‘w畠..

デジュー . ~-:".

W 暢1J223個・
ー晶.-'''-2，..-，ー

叫1lI1吋ウシィーン査ウ曹竃圃ヨハン・
ユト'0>・T>サシプh

ほ湿っ -車事竃瞳 曙 • 協 .. 【掴

[圃い合わ首l史跡文化七ン F (コ舟大路ーTU

noS9021)へ.



二鳥文臨調丁目，-，お姐5tt・F田lIJift34-1 1 1 1伺〒630

3
時
1
4時

H
闘

-マ
定
員

市
在
住

E
F
i
z
z
-

i
j
i上

7

2
E
Z
Lで

〈
だ
さ
っ

般
傍
不
自
白
児
"
"
・
眼
視
子
像
織
厳
重
と

e
l
u
s
t
-
i
 

{
4月

m日
5
H
6
日

6
月
3
日
は
休

陽
〕
午
後
l
n

2
随
時

U
闘

・
対
.原

市

在

住

在

2
4
7
E以
上
の

E

不
自
由
姐
と
そ
の
家
桜

・
・
そ
の
他

上

概
タ
オ
ル

E
S
E
E
Lて
〈

だ
き
い
・

【由
申
し
込
み
】
各
体
操
敏

e-u
ゆ
が
a
g
に

伎
轟
内
氏
名
昌
平
飴
電
能
面
香
比
す
を
・
宵
い
て

T
iへ
-E
t
tほ
E
・

公
民
館

圃
伏
見
公
民
館

圃

亨
仰
曹
陽
町

一九
一
t
一

圃

曾
暢

9
8
6
4

膏

--g《
み
や
び
V

学

級

と

e
4月

"
日
来
年
3
月
幻
自
の
毎
月
鰍
3
水
・
目

A

た
だ
し
来
年

3
n
u・
4
4尽
・
)
午
後
1

時

3
時
・
ロ
幽

-v

・a-m
伏
見
中
学
腕
限

区
雀
住
の
奮
闘
前
嘗
却
人

得
入
学
銀
と

e
‘
月
同
困
難
年
2

月
ロ
ロ
の
毎
月
第
2
火
岨
日
(
た
だ
し
8
月

は

2
‘

5

同
月
と
来
年

2H'

3

火
・
日
)
午
前
9
時
半
日
時
学
-
H
圃

-E
F在
鈎
入

一申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
ド
ト
敏
富
山
名
住

所

氏

名

高

E
i
l

t
Eで
に
必
着
で

Eヘ
・
は
が
き
1

綾
1
ひ
と
?
働
限
定
・
多
い
喝
舎
は
拍
車
-

f
i
i
i
 

射j主防予病犬狂忘れす置けましょう

.成7年度の径犬痢予防注射と犬の量録を次:OBIiで相います.犬を飼っている)..1...寄りの金.へ通れて

きてください.笠後，"'月以上の犬"注射ぞ受フ量鰻してい広いと 狂犬禽予罰商法で罰ぜられます料盆隠

閥的醐陀予開田町注射剤師酬5一一一
随口献し，"りとつけ 虻慣れた人晴れてきてくだ乱1.回開閉滑に晶止め僻AI<::tl
遣しした封筒(必痩・司闘を・し、たもの)か飼主の佳舟 E実名 犬σ糧費調づ"准.月日(わ"ら肌、とをほ

飼い始めてか告の年.， 毛色犬の~格 (大 中小}呼び名 ，スメスの"を奮いたメモを符鯵してく

だ さ 仙 馴吋l町四回閣を酌棚田制間違闘で醐じてく

ださい.注射の周し問的ど叩開閉(ft"36171) '" 
哨?臨時1圃岨明1困問ります.問 問唱 と町1醐げは叩

怒り.包ん.くわしく隠爾律知衛生毘，、、

水
も
積
り
お
る
資
濁
で
す
。
節
水
に
と
協
力
を

l
H
水
道
局

‘/ 醐

v酬

H 閲 -H‘"
l~ 00_1< <6 ‘/島側

‘/，凶

H ∞一M，. ， 3Cr-H 

"… 

• /11・
4ノ，q

4ノ醐

v，明

-ノ1制

HI値 ゆば川

v，岨

ν，~ 

v，酬

v，附

• /12¥+l 



市健鯖包34-1111開〒630ニ・公・・丁目1.I.ll銀色ぜ

ーナーI健康のコ

同・V醐・H ・H
・回附凪 H ・ 山

崎 欄11..".....l1li.ー，吋
. ・/:I!'/:<:守 H ・ 断 nu，;t
町 時 '"川崎川.2 . 3 

H・ II~'・-崎、“"“酬. 榊..・H ンタ 団第?昆=γU 005 9 1 
1) IJ・".t.2.3 川創刊'

…に酬ー… …
人情…

「 雇官官育育・1$と

. . 鍋 科 ・ 1$

川.....011:5 '" 8山川， .0
・.輔副酌き柑 3月川崎町

臥肘n ・H 川岨耐酔 砂

川 叩肉m ・m ロ
睦融制岡嗣 唱唱。U"'JIi
間醐4包;..-，-..... 

明 即 時1時 期

… …  ι.園 事 岡 田 園 罰a 町"'"・・ ，~~二』

3・児・1$

'帽 一..，制舟削1箇ト、刊岬刊

訓目生 .. 仇"の。予..悩a必也む白，.‘aか炉"嶋.に
.臥人帥」川，す Hζ日a
{岬置酔本叫 .叩肉帽. 醐m 隻岡. 身帥修

'齢令..!険食目111..，鴨‘..肉'縄略.".I‘E命.量

.健酬.閥11. "1鳳‘羽噌曾凶 0"阻a酬 〈佃'時3 

‘'"】~ • • 大阪T:l--);字
学長

• • 世.岨T<'T
咽• 銅> 

… 園
間

"・人@みまと・・日.剛 • 山小

'AA" 同叩d登 山 岨同 m醐
健• . 量•• 開山市

山醐

.輔日E人暗婿

• • よ，略刊 9醐

11\~ マ ヒ予防に

え2むz.;.ιJlil!l
小児マ包予防のためポ 'I~~'フタチ，脹

則金次の凶慢でfj'"t1" ポリオ.ヲタチ
;..-U 6四 U 帽 爾.. 闘いで2剛周L
H .・隼・k畿の2・寛也Lてい重す.

・幅 一1周回li..叫?周‘ ト，，'

"回全S れの子"'・阻凶司~.6"'11It
閥、 71!311!:fれの子.，耳...・'"
JIBlllf叫判明脚州帥.，で

"'f"t'l刷闘してい@いH l.f!11 .IRL.f.引

《雇用でI!"'~'予》恥Lん (I1L. ..l ， 11 
CG. .しん a岡山H 川 町

令肝醐酎~""C: t 週開~"."'f
闘健.t~" て 1 週開企ヲても傘、 r 1> 

..胴"いれん{叫州 H こL
f:，{-(.健闘附』れん，.，・，帥.

." こ何回句ぞ'"ー) ・2-311.
から下..ιてい.予 ・..島Lてい.干

U1. 5 t:tl.tl ・・uωι制 . 
L.A.. j叫J.<_.~1'11もそう H 
.・.，邑閣に"1&-."，1-11恥てか

ら・温調 ，た軍験場町MれかがムE・o・"
"' かか咽て，..‘舎は それぞ仇の.伏
畑山川必要がIIU1" 同 耐鎗

'^"恥てから，.岡山叩..、

'f- I> "f-"・a予備...肘~ ~*"'.. 
.岨叫H

〈そ噛， ..・M ・子園司F・.<<
..して〈だ毎」 ・・・で盆周検・"..u:入山、先制肘ので 働時

.のわかる人と .I~・て <f!~ い 砂

『予腐...子ど‘・。..Jt・衝に畿ん

叫 ""11" 叫 での崎町回目

，‘・

第13回

奈良学セミナー
今回のテーマ..間寝泊健闘
悼の開会四団崎岬1:l1"-

". r万鋼崎健， H・に岨"， 'I-~
T聞置"す. 万'^・?n "'Ii~~僧・
4 みられる恩~..Aのほか .・m憎.

惜現時間臥昆惜した四日万

・の時Rに霊"'企A・'I'"..t- ~"'II"
です.

tと.，
"ヒこ"10員 1

1・・関I
t札制

同. 有馬

惨闘抽出一前面閉・iI..-t:;..-，一•• ，、• 
同 園陸凪

日加醐

qiSEiz---Ria--リ
.
 
• 

間

• • ‘ • .細目醐窃閉....・長. 
a・allX苧•• 日同P・R・-完金

姐
A'‘のと藁方賓AO・E・'"化.間出 R 組• ..山竃周'̂ 写・2・.闘日醐IOJlJ4醐 • • • • 崎明日脚色

• 闇刊文柑-11:'""'， -‘鍾.. 

" 酬 と 醐 叫

""醐

.附

-・ω~，・ 1"

'‘ 
引制期大手•• H・M 軸蝉醐@恒男

‘刷醐

ヨ艇凶調.
" ' 酬 明 朗

岡野.
剛鶴岡

魯聞"ゐ.・ t・"1'-3・・1匹
ゆ央公..

制 人

'酬{ 剛 一

間IJ:".~四 M ・F
•• CI‘・...いて・".

図..，開・.・."'1:l1"

-. ('1'岨土三条町lJ-t 

n・6， Q 5)へ..、.
4骨"補選.

-
i
l
i
-
-
i
!
 



.. 宅庫県南積地..鍾盆.取組舗賓と箇力のお礼

京良市社会福越臨.会寮良市、

神戸市在中心に大き忽植寄をもたうした兵庫県南部地震で植災されてい

る方々のため、輯揖童、教握物資を募うせていただいたところ、多くのみ

なさまのご協力をいただきあ口がとうございました。お寄せいただいた真

IL:のこもった聾置童、世揖物資1<1随時田りまとめ、みなさまの尊い善意と

して彼災地へ送らせていただいております.ここに厚くお礼申し上げます.

(圃称臣、順不同. 2月畳付分)
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